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クラスターの初期配向によっても結果が異なるため、 Z軸の周りのクラスターCU の角度。(CU とclが鏡面対称の配置の時に 0=0と定義)を変化させてシミュレーションを行
い、角度によっても平均を取った。












成分の比を用いて、 e=-\づ/Vz で定義する。図 2~こはクラスターの初期温度がT= 0.02ε 

































exp (βW)P(Xo→ X1) = P(X1→ Xo). (4) 
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